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　令和6年 年忌一覧

　１周忌 令和５年亡
　３回忌 令和４年亡
　７回忌 平成３０年亡
１３回忌 平成２４年亡
１７回忌 平成２０年亡
２３回忌 平成１４年亡
２７回忌 平成１０年亡

３３回忌 平成４年亡

４３回忌 昭和５７年亡

５０回忌 昭和５０年亡

「
明
け
ま
し
て
、
お
め
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
辰
年
」

年
末
に
、
二
件
の
葬
儀
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

「
お
母
様
が
終
末
期
を
迎
え
て
い
て
、
年
始
の

葬
儀
の
具
体
的
な
相
談
で
し
た
。
」

年
明
け
、
火
葬
場
の
営
業
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

「
元
旦
は
休
業
、
二
日
は
通
常

営
業
。
三
日
は
友
引
の
た
め
、

港
区
第
二
斎
場
の
み
営
業
。
し

か
し
、
二
日
は
、
大
晦
日
に
火

葬
で
き
な
か
っ
た
方
々
が
集
中

す
る
の
で
、
三
十
一
日
で
予
約

一
杯
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
」

と
伝
え
ま
し
た
。

訃
報
は
、
元
旦
早
朝
四
時
に

一
報
が
は
い
り
ま
し
た
。
す
ぐ

に
葬
儀
社
本
社
に
連
絡
し
ま
し

た
が
、
二
日
の
火
葬
場
は
空
き

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
五
時

過
ぎ
に
枕
勤
め
に
行
き
、
友
引

三
日
か
、
四
日
か
の
相
談
。
結
果
は
四
日
。
一
番
良
い
時
間

の
十
時
開
式
、
十
一
時
四
十
五
分
の
八
事
火
葬
を
本
社
に
相

談
し
ま
し
た
が
、
満
床
。
結
局
、
九
時
三
十
分
開
式
、
十
一

時
十
五
分
の
火
葬
炉
を
予
約
し
ま
し
た
。

八
事
火
葬
場
営
業
は
、
本
年
十
二
月
三
十
一
日
で
終
了
。

３
年
間
か
け
て
新
築
工
事
に
入
り
ま
す
。
火
葬
順
番
待
ち
、

四
～
五
日
は
ざ
ら
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
保
冷
庫
保
管
が
一

般
的
に
な
り
ま
す
。
港
区
第
二
斎
場
だ
け
で
は
無
理
で
す
。

提
案
で
す
が
、
葬
儀
を
速
や
か
に
勤
め
た
け
れ
ば
、
名
古

屋
市
外
の
火
葬
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
高
速
道
路
を
使
用

す
れ
ば
、「
青
山
斎
場
〔
刈
谷
市
〕
」「
知
北
斎
場
〔
大
府
市
〕
」

「
蟹
江
斎
場
〔
蟹
江
町
〕
」
「
東
部
斎
苑
〔
春
日
井
市
〕
」
で

し
た
ら
三
十
～
四
十
分
で
到
着
で
き
ま
す
。
費
用
は
別
途
必

要
で
す
が
、
名
古
屋
市
か
ら
補
助
金
も
、
工
事
期
間
中
は
、

助
成
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
御
不
幸
に
出
会
わ
れ

ま
し
た
ら
お
寺
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

寝
不
足
の
元
旦
で
し
た
が
、
午
前
中
に
位
牌
な

ど
葬
儀
の
準
備
を
終
え
、
正
午
に
春
日
井
で
一
周

忌
法
要
を
お
勤
め
し
ま
し
た
。

ご
家
族
の
帰
省
に
合
わ
せ
て
、
一
週
間
前
倒
し

の
お
勤
め
で
し
た
。
元
旦
の
法
事
、
さ
す
が
に
一

件
だ
け
で
し
た
の
で
、
ゆ
っ
く
り
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

帰
宅
し
て
、
運
動
不
足
解
消
を
兼
ね
て
、
大
須

界
隈
を
散
策
し
て
初
詣
。
そ
し
て
、
観
音
さ
ん
手

前
で
、
地
震
警
報
音
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
電
柱

電
線
が
揺
れ
、
み
な
さ
ん
支
え
合
っ
て
立
っ
て
み

え
ま
し
た
。
石
川
能
登
地
震
。
元
旦
気
分
が
冷
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。
波
乱
の
令
和
六
年
の
幕
開
け
で
し
た
。

「
ふ
く
た
ら
」
の
年
末
年
始


